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研究成果の概要（和文）：　ポストモダンの作家は、現実の芸術化に過度に傾き、歴史的・社会的関心や道徳的責任が
欠如しているとされてきたが、ホロコーストの影響を強く受けたポストモダンのユダヤ系作家は、同様の影響を受けた
ポストモダンの哲学者が見せる、ホロコーストの悲劇を繰り返さない未来を思考する姿勢と、そのために必要とされる
他者意識を共有していることを明らかにした。そして、これらポストモダンユダヤ系アメリカ作家の文字芸術の特徴を
精査すると共に、彼らのポストモダンヒューマニズムの特徴を定義した。

研究成果の概要（英文）：     Postmodernism is often accused of its political apathy and lack of social and
 historical awareness.  Yet there are some Postmodern Jewish American writers who created their works with
 the strong sense of otherness, which Postmodern Jewish thinkers regard as indispensable to prevent anothe
r Holocaust in the future.  This study clarified those Postmodern Jewish American writers' Postmodern Huma
nism with social and historical awareness and analyzed their original literary arts open to the future and
 the other.
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１．研究開始当初の背景 
 フレデリック・ジェイムスンは 1991年の

Postmodernism, or The Cultural Logic of Late 

Capitalismにおいて、ポストモダンでは「現

実の『芸術化』」(x)に重きが置かれ、文化そ

のものは「文字通り『二次的性質』」(ix)に陥

り、「歴史性の欠如」(xi)が著しいと主張する。

確かに、この指摘は多くのポストモダンのア

メリカ作品にも当てはまる。しかしポストモ

ダンに属してはいても、ホロコーストの影響

を受けたユダヤ系作家の作品には、歴史的・

社会的色彩や、道徳的・倫理的性格の強いも

のも少なくない。このようなユダヤ系アメリ

カ作家の一群に特有のポストモダン的性格

を分析することは、ポストモダンにおける文

学活動の幅が従来考えられてきたよりもず

っと幅広いものであることを明らかにする

だろう。 

 ところで、文学活動においてのみならず、

哲学分野においても、ポストモダンの活動に

同様の広がりを見出すことができる。このよ

うなポストモダンの哲学者は、しばしばホロ

コーストの影響を受けたり、ホロコーストを

強く意識したりしており、ホロコーストのよ

うな悲劇を繰り返さないためには何が必要

かを思考する、平和の思想家たろうとした。

その結果、彼らの哲学においては、ポストモ

ダン的な〈分散〉、〈差異〉、〈逸脱〉、〈周辺性〉、

〈不確実性〉、〈予見不能性〉も、社会的責任

や道徳性と強く結びつき、その哲学は未来と

他者に開かれた姿勢を明確に打ち出してい

る。 

 こうした哲学者の思考や世界観・人生観は、

歴史性・社会性・道徳性を示すポストモダン

のユダヤ系アメリカ作家の作品にも窺える

もので、これらの哲学者が用いる言葉や説明

は彼らの作品を読み解く大きな手がかりと

なるに違いない。 

 
２．研究の目的 
 非政治的・非歴史的態度が非難されること

の多いポストモダンの文学活動においても、

歴史的・社会的意識や道徳性・倫理性を明確

に示す作家たちがいたことを明らかにする。

そしてこの作家たちの背景には共通して、ホ

ロコースト、あるいはそれに準じるような悲

惨な戦争体験があり、そうした大きな悲劇が、

目に見える形でだけでなく、目に見えない形

においても、彼らの著作姿勢に少なからぬ影

響を与えていることを精査する。 

 その際、これらの作家と同様の背景を持つ

ポストモダンのユダヤ系哲学者の思想を学

び直し、ホロコーストと直接関わる彼らの思

想や思考方法を手がかりに作品分析を進め

る。そして、戦争やホロコースト体験がポス

トモダンのユダヤ系アメリカ作家にもたら

した新しい世界観や、悲劇を繰り返さないた

めに作家として何をなすべきかという義務

や責任を担って彼らが生み出した、平和な未

来へ繋がる新しい文字芸術の仕組みを解き

明かし、最終的には彼らの文学世界の独自性

と、彼らのポストモダンヒューマニズムの性

格を定義する。 
 
３．研究の方法 
 ホロコーストの影響を直接受けたポスト

モダンのユダヤ系作家、レイモンド・フェダ

マンとウォルター・アビッシュの作品分析を

足がかりに、彼らを取り巻く他の作家の作品

へと分析を広げてゆく。さらに、こうした作

品分析と並行し、ホロコーストの影響を強く

受けた思想家、テオドール・アドルノ、エマ

ニュエル・レヴィナス、また、ホロコースト

を強く意識していたとされるジャック・デリ

ダやテリー・イーグルトンらの思想書、解説

書を参考に、ポストモダンにホロコーストが

及ぼした影響を調べ、未来において二度とホ

ロコーストのような悲劇を繰り返さないた

めに彼らが必要性を強く訴えた〈他者への視

線〉について学ぶ。そしてこの〈未来と他者

に開かれた姿勢〉が、フェダマンやアビッシ

ュを初めとするユダヤ系作家の作品におい



て、それぞれの作家が編み出した文学技法と

どのように結びつき、どのような効果を挙げ

ているかを詳細に検証する。 

 なお、本研究成果は基本的に英語論文で仕

上げ、国際学会で発表するだけでなく、広く

諸国の学者にレビューをもらい、より完成さ

れた内容にして国際雑誌に掲載する。 

 
４．研究成果 

 ホロコーストの影響を受けたユダヤ系ア

メリカ作家が、ポストモダンの非政治的・非

社会的な文学活動に抵抗し、社会的・道徳的

責任を重く受け止め、ポストモダンヒューマ

ニズムと呼べるような性格を持つ作品を生

み出していることを明らかにした。 

 そのうち、ホロコースト作家を自負し、直

接ホロコーストを題材にしていたレイモン

ド・フェダマンの作品では、〈逸脱〉、〈不確

実性〉、〈予見不能性〉が絶望的な行き詰まり

状態を打破する奥の手として意図的に用い

られ、不屈の希望を生み出していること、ホ

ロコーストの影響を受けた思想家の未来に

開かれた思索が、逆境を生き延びる力として、

前向きで力強い姿勢となって展開している

ことを示した。ところで本研究のなかで、ホ

ロコースト体験を直接扱ったフェダマンの

後期作品を詳細に分析した論文は、英語で口

頭公表した際、非常に高い評価を得、同学会

に出席していたパリ大学教授の勧めもあり、

フランス語に翻訳し、英語版とは別に、この

フランス語版をパリ大学のインターネット

版雑誌 Gradiva を通じて発信した。 

 さらに、ウォルター・アビッシュの作品に

ついても、ホロコーストの影響を受けた思想

家の他者意識を用いた分析を通し、アビッシ

ュの用いる〈分散〉、〈差異〉、〈不確実性〉が、

過去の過ちを繰り返さない未来に対する思

考を読者に促す、読者と未来に開かれた作品

になっていることを証明した。アビッシュ研

究のうち、代表作 How German Is It を論じ

た論文は、アメリカにおけるユダヤ文学研究

の代表的雑誌、Studies in American Jewish 

Literatureへの投稿を勧められ、採用された。

また、2013 年度にアビッシュ論のまとめとし

て公表した総論も高く評価され、昨年の The 

30th International Conference in 

Literature- and-Psychologyに参加した者か

ら集められた論文のうち、優秀な論文を集め

た選集に含まれることが決定し、すでに印刷

校正を終えている。 

 フェダマンとアビッシュ以外にも、ポスト

モダン的手法を用い、なおかつ歴史的・社会

的意識が見出せる作家たちがおり、彼らの作

品も順次分析を進めてきた。今後は対象作品

をさらに広げるのみならず、こうした作家の

作品を相互比較することで、ポストモダンに

おける歴史的・社会的意識にも、時代による

違いがあることを明らかにしてゆきたい。 

 なお、本研究における研究成果は広く世界

に発信するために英語で公表することを基

本としてきた。そして、ユダヤ系作家やホロ

コースト作家を扱う研究者が多く集う国際

学会で論文を公表し、広く意見を募り、議論

を交わしてきた。その結果、ホロコーストの

影響を受けたポストモダン思想家の未来と

他者に開かれた思考が、ユダヤ系アメリカ作

家のポストモダン的手法に強く反映してい

るという私見は、広く支持されうるものであ

ることを実感している。また、こうした文学

的特徴は、伝統的なユダヤ性が目立った文学

的特徴をなさなくなったとされる 1970 以降

のアメリカのユダヤ系作家の作品において、

新たなユダヤ性として再評価できると考え

ている。 
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